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論文の内容の要旨

　形式言語で表現された形式的理論と，その実例としての数学的構造（モデル）との間の関係を議論する数

学の理論をモデルの理論という。形式的理論のうち，その言語の申のどの形式的命題についても，それ自身

かその否定がその理論に必ず含まれるような理論で，少なくとも一つモデルを持つような理論を完全な理論

という。モデルの理論の目標の一つは，完全な理論を分類することである。本論文は，完全な理論の分類過

程で生じた一つの問題に関係した論文である。本論文が関係している問題とは，ジルバー予想と呼ばれる予

想である。ジルバー予想とは，完全な理論である種の条件を満たすものは，本質的に3種類しかないであ

ろうという予想である。この予想に関して，フルショフスキーはGe退eric　Co鵬tr皿cti㎝と呼ばれるモデル

構成法を考案し，ジルバー予想の反例となる第4のモデルを構成した。米田氏は，このフルショフスキーの

構成法には隈界があり，ジルバー予想で言及されている3種類の理論と，フルショフスキーが構成した第4

のモデルに対応した理論以外の理論のモデルをフルショフスキーのgene虹Cな構成法では構成できないこと

を示した。

審査の結果の要旨

　ジルバー予想は，完全な理論の分類問題に関する基本的な予想として長い間，研究者の攻撃対象であった

が，フルショフスキーのGenexic　Constmc七ionによって，反例が構成され，否定的に解決された。したがっ

て，完全な理論の分類という視点に立つと，問題は複雑になったことになる。そこで，次の問題として，ジ

ルバー予想が言及している理論は，もともとの3種類の他には，フルショフスキーが構成した反例だけで

あろうかという問題が生じる。米田氏の結果は，この新しい問題を否定的に解決するためには，フルショフ

スキーが開発したモデル構成法を一般化し，精密化しても，反例をあげることはできないという事実を含ん

でいる。その意味で，本論文は完全な理論の分類にとって，重要な論文である。

　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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